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書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

、

平

井

秀

文

 
本
誌
の
既
稿
に
つ
づ
い
て
、
遊
仙
窟
の
訓
読
が
、
近
世
に
入
っ
て
辞
書

の
類
に
ど
う
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
本
資
料

を
あ
げ
る
。

 
一
 
書
言
字
考
節
用
集
の
出
典
注
記

 
二
 
乾
坤
門
か
ら
人
倫
門
ま
で

 
三
 
肢
体
門
か
ら
器
財
門
ま
で

 
四
⊥
 
言
辞
門
（
巻
二
上
）
，
 
一
二
 
言
辞
門
（
巻
八
下
）

 
五
⊥
 
言
辞
門
（
巻
前
上
）
 
 
嘘
一
言
転
入
（
巻
階
下
）

 
 
一
重
-
節
用
集
大
全
か
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
一

 
中
世
の
古
節
用
集
の
類
は
、
近
世
に
・
入
っ
て
そ
の
質
量
と
も
に
変
化
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
こ
こ
に
あ
げ
る
、
里
雪
昭
武
の
書
言
字
考
節
用
集
で
あ
る
。
そ

の
出
典
を
注
記
す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
本
書
の
最
大
の
特
色
と
い
っ
て
よ
い
。

三
百
に
及
ぶ
援
用
は
精
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 
量
的
に
い
え
ば
、
本
書
に
さ
き
だ
っ
て
、
す
で
に
恵
空
の
節
用
集
大
全
が
十

三
年
前
に
出
て
い
る
が
、
．
出
典
を
注
記
す
る
乙
と
の
詳
し
さ
に
お
い
て
は
比
べ

る
べ
く
も
な
い
。

 
近
世
に
入
っ
て
、
遊
仙
窟
は
伝
写
の
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
す
で
に
、
慶

安
（
無
刊
記
）
本
と
元
禄
本
と
が
Y
享
保
二
年
版
行
の
本
書
に
先
だ
っ
て
い

る
。
著
書
は
、
当
然
こ
れ
ら
刊
本
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
中
世
と

異
な
っ
た
自
由
さ
が
あ
っ
た
。

 
書
言
字
考
は
、
全
十
巻
で
十
三
部
門
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か

に
、
「
遊
仙
」
「
遊
仙
窟
」
ま
た
「
遊
仙
窟
註
」
と
し
て
明
記
し
た
語
訓
が
、

約
九
十
条
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
そ
の
所
在
を
み
る
と

 
 
官
位
（
三
三
）
 
気
形
（
巻
五
）
 
生
植
（
巻
六
）
 
数
量
・
姓
氏
（
巻

 
 
十
）

の
五
部
門
に
は
、
所
引
が
な
い
。
他
の

 
 
乾
坤
 
時
候
 
神
祇
 
人
倫
 
肢
体
 
服
食
・
器
財

の
各
部
門
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
条
か
ら
数
条
の
所
引
が
見
え
る
。
残
り
の

 
 
言
辞
（
巻
八
上
下
、
巻
九
上
下
）

・
の
部
門
に
、
約
七
割
の
所
引
が
集
中
し
て
い
る
。
遊
仙
窟
の
語
訓
が
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
か
が
、
う
か
が
わ
れ
み
と
も
い
え
る
。
．

 
こ
れ
ら
所
引
の
語
彙
を
み
る
と
、
既
出
の
辞
書
や
注
釈
書
な
ど
に
援
用
せ
ら
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〆

れ
た
も
の
と
、
同
一
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
中
世
か
ら
す
で
に
、
遊
仙
窟
の

訓
読
語
の
重
要
視
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
、
い
わ
ば
、
そ
の
主
た
る
も
の
が
共

通
固
定
化
し
て
い
た
面
も
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
原
典
が
短
編
で
あ
る
こ
と
も
理

由
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
典
を
直
接
に
援
用
し
て
も
、
あ
る
て
い
ど
の
先

入
観
念
に
お
の
ず
か
ら
惹
か
れ
て
採
用
す
る
傾
き
も
考
え
ら
れ
る
。

 
書
言
字
考
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
刊
本
を
上
採
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
、
原
訓
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
通
雨
と
も
に
原
典
に
な
い
も
の
も
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
古
訓
を
あ
え
て
採
ら
ず
、
時
代
語
的
な

語
訓
を
も
意
識
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

二

ワ
ラ
 
 
ヤ

草
亭
（
乾
坤
上
）

 
よ
く
採
ら
れ
る
語
例
の
一

読
で
あ
る
。
 
 
 
」
、

 
 
 
ガ
ン
 
ギ

 
 
 
三
木
（
〃
上
）

つ
で
、
原
訓
は
「
草
亭
ノ
ワ
ラ
ヤ
」
と
い
う
文
選

 
原
文
「
参
差
於
鷹
野
」
の
原
注
の
前
半
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
っ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
テ
 
ヲ
ル
ヲ
ハ
ス
～
ミ
バ
ク

「
遊
仙
窟
聖
書
覚
者
刻
レ
木
又
刻
レ
石
為
レ
之
一
塩
一
層

リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

三
二
薦
-
之
行
列
人
鳥
牙
歯
之
形
」
と
注
記
し
て
い
る
。

 
 
 
ツ
キ
 
ヒ
ト

 
 
．
垣
 
蛾
（
〃
上
）

 
原
訓
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
又
出
レ
己
」
と
注
記
し
て
い
て
、
そ
の
「
コ
」
の

部
に
は
［
ゴ
ウ
ガ
」
と
音
読
し
て
い
る
。

ア
ナ
タ
コ
ナ
タ

両
 
辺
（
〃
下
）

'
 
よ
ぐ
あ
げ
ら
れ
る
語
例
で
は
あ
る
が
、
原
訓
で
は
「
コ
ナ
二
戸
ナ
タ
（
ア
ナ

 
タ
）
」
が
通
訓
で
、
そ
の
順
序
が
逆
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
臣
節
風
集
の
類
に

は
、
「
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
（
東
西
）
」
「
カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
（
左
右
）
」
が
見
え
、

既
述
の
節
用
集
大
全
に
は
「
あ
な
た
こ
な
た
（
以
往
那
辺
）
」
‘
「
か
な
た
こ
な

た
（
左
右
）
」
の
例
が
あ
る
の
も
興
味
が
あ
る
。
 
 
 
 
-
 
．
，

 
 
 
サ
ヨ
フ
ケ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
フ
グ
レ

 
 
 
更
 
深
（
時
候
）
 
 
 
嚥
 
黄
（
〃
）

と
も
に
原
文
「
夜
久
更
深
」

フ
ク
レ
ナ
リ
」
の
文
選
読
。

從E

来言

A
／
1

v

「
時
既
嚥
黄
」
の
訓
で
、
後
の
は
「
瞬
黄
ト
ユ

 
文
集
の
「
二
七
」
を
う
け
て
同
訓
と
あ
る
。
原
文
「
從
来
巡
二
遮
四
辺
こ
の

通
訓
。

 
 
モ
ノ
イ
ミ

 
 
 
潔
 
（
神
祇
）
、

 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ノ
イ
ミ

 
そ
の
上
の
ほ
う
に
「
齋
」
と
あ
る
を
う
け
て
、
同
訓
と
す
る
。
原
訓
は

「
潔
齊
ト
キ
ヨ
マ
ハ
ル
コ
ト
、
モ
ノ
イ
ミ
ス
ル
コ
ト
」
の
両
文
選
読
を
慶
安
本

は
示
し
て
い
る
が
、
-
元
禄
本
で
は
「
モ
ノ
イ
ξ
ス
ル
コ
ト
」
の
訓
を
採
っ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｝

る
。

 
 
ワ
ラ
バ

 
 
 
児
 
 
（
人
倫
）

通
訓
で
、
諸
例
が
あ
る
。

'
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●

 
 
 
ヨ
ネ

 
 
 
宿
 
 
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
テ
 
 
 
 
 
 
ヲ

 
こ
れ
に
は
、
「
今
世
狸
俗
斥
二
．
遊
女
、
一
三
爾
。
見
遊
仙
窟
」
 
と
「

あ
る
。
「
宿
」
字
は
、
原
典
で
は
「
賭
宿
」
「
一
宿
」
．
の
語
例
で
あ
っ
て
、

「
ネ
ッ
ク
」
「
ヨ
」
と
い
う
訓
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
語
訓
は
、
著
者

の
も
の
と
い
う
べ
く
、
そ
れ
が
、
こ
の
注
文
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

ケ
。
言
う
ご
と
く
、
近
世
語
で
あ
っ
て
、
古
節
用
集
の
類
に
も
こ
の
語
訓
は
な

い
。
既
述
の
よ
う
に
、
著
者
の
一
つ
め
態
度
と
み
る
べ
き
か
。

 
 
 
タ
ご
 
フ
ト

 
 
 
凡
 
俗
（
〃
∀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヂ
フ
ト

 
正
確
に
は
、
そ
の
上
に
「
直
也
人
」
 
（
毛
母
、
東
鑑
）
と
あ
る
の
を
う
け
て

同
訓
と
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
コ
い
う
ま
で
も
な
く
「
凡
俗
ノ
タ
・
ヒ
ト
」

と
通
訓
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
珍
し
く
な
い
が
、
こ
こ
の
訓
は
明
ら
か
に
「
タ

ダ
ウ
ド
」
と
い
う
音
便
形
を
示
し
て
い
る
。

 
 
 
ウ
タ
カ
タ
ヒ
ト
コ

 
 
 
未
必
人
（
〃
）

 
「
源
氏
」
を
も
出
典
と
し
て
併
記
し
て
い
る
。
「
未
必
」
は
原
文
に
あ
る

が
、
「
未
必
人
」
を
示
し
て
い
る
の
は
、
源
氏
物
語
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

「
ウ
タ
カ
タ
モ
」
の
通
訓
は
、
よ
く
援
用
せ
ら
れ
る
例
で
は
あ
る
が
。
文
明
本

節
用
集
に
「
三
人
」
に
「
グ
タ
カ
タ
ビ
ト
」
の
訓
が
あ
り
、
ま
た
、
節
用
集
大
、

全
が
、
そ
の
言
辞
門
で
、
「
未
必
人
」
に
「
う
た
か
た
ひ
と
」
の
訓
を
示
し
、

「
見
二
源
氏
一
」
と
、
本
書
と
同
じ
注
記
を
し
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

 
 
 
ヤ
ツ
カ
レ

 
 
 
下
 
官
（
〃
）

通
訓
は
「
ヤ
ツ
カ
リ
」
の
ほ
う
で
あ
る
。
「
奴
僕
、
臣
、
臣
僕
」
な
ど
と
用

書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

字
は
異
な
る
が
、
節
用
集
大
全
に
は
「
や
つ
か
れ
し
と
訓
じ
、
温
故
知
新
書
に

は
、
そ
の
い
ず
れ
の
訓
も
あ
る
。

 
 
 
ジ
ヨ
チ
ウ
ジ
ヨ
ラ
フ

 
 
 
女
中
女
郎
（
〃
）

 
原
文
で
は
「
崔
女
郎
」
の
二
例
が
あ
る
、
そ
れ
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
。
た

だ
し
「
ヂ
」
と
あ
る
べ
き
が
「
ジ
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
代
を
反
映

し
て
い
る
か
、
そ
の
表
記
を
注
目
し
て
よ
い
。

三

-
繕
憶
病
黒
戸
（
肢
体
）

 
上
の
語
に
は
注
記
は
な
い
、
遊
仙
窟
に
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
機
関
」

に
も
同
じ
回
訓
が
あ
る
と
認
め
て
よ
い
が
、
通
訓
は
「
イ
キ
サ
シ
」
だ
け
で
あ

る
。
「
イ
キ
ヅ
カ
ヒ
」
の
原
訓
は
見
え
な
い
が
、
著
者
の
意
に
よ
る
も
の
か
。

 
 
 
ハ
ナ
イ
ギ
ア
ラ
シ

 
 
 
擾
 
 
痛
（
〃
）

 
回
訓
は
隅
「
鼻
ノ
裏
痩
瘡
ト
イ
キ
タ
ハ
シ
ク
、
フ
ス
フ
リ
」
の
両
文
選
読
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

示
す
。
本
書
ぱ
、
こ
の
下
に
注
記
し
て
，
コ
回
申
所
レ
言
出
遊
仙
窟
」
と
あ
る
の

に
よ
る
と
、
原
文
だ
け
を
採
用
し
て
そ
の
古
訓
を
さ
け
、
平
易
な
表
現
に
改
め

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
チ
 
ク
ビ
 
チ
 
フ
サ

 
 
 
乳
頭
乳
房
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
ル
ロ
 
 
ニ

 
「
遊
仙
窟
三
二
妨
房
こ
と
注
記
し
て
い
る
と
お
り
で
、
原
典
を
訳
す
と
「
妨

房
ノ
チ
フ
サ
ノ
間
ヲ
拍
搦
ト
ウ
チ
タ
・
キ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
「
乳
頭
」
の
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語
訓
は
関
係
が
な
い
。
原
注
に
も
「
妨
、
乳
也
。
三
寸
解
反
。
」
と
あ
る
。

 
 
 
タ
ナ
ズ
へ

 
 
 
手
 
子
（
〃
）

 
は
っ
き
り
と
濁
っ
て
い
る
。
原
典
に
こ
の
語
例
は
多
い
が
、
清
濁
い
ず
れ
も

見
え
る
。
な
お
、
「
又
出
・
由
」
と
の
注
記
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
の
「
ユ
」

の
部
で
は
、
「
ユ
ピ
サ
キ
」
の
訓
が
、
こ
の
語
に
あ
る
。
節
用
集
大
全
に
も
、

こ
の
語
訓
「
た
な
す
ゑ
」
が
あ
．
り
、
や
は
り
遊
仙
窟
に
見
え
る
旨
を
注
記
し
て

い
る
。

 
 
 
ネ
ヤ
 
コ
ト

 
 
 
申
 
房
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
ヤ
コ
ト

 
そ
の
上
の
ほ
う
に
「
房
事
」
と
あ
る
を
う
け
て
の
同
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ

て
い
る
が
、
原
典
に
は
「
中
尊
」
は
な
く
、
コ
房
ノ
中
小
小
ト
セ
ハ
く
シ
」

の
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

 
 
 
ク
チ
 
ス
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
 
 
ロ
 
子
（
〃
）

 
 
 
＼
 
 
 
ク
チ
入
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
原
訓
「
若
シ
三
子
フ
コ
ト
ヲ
得
ハ
」
な
ど
、
同
語
訓
は
他
に
も
あ
り
、
よ
ぐ

採
用
せ
ら
れ
る
例
で
あ
る
つ

 
 
 
マ
 
 
ジ
リ

 
 
 
眼
 
尾
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ジ
リ

 
ご
れ
は
、
そ
の
上
の
ほ
う
に
「
外
皆
」
の
左
右
旧
記
が
あ
る
語
例
を
う
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ナ
ジ
リ

で
、
「
眼
尾
」
の
右
に
「
同
」
と
傍
記
し
て
い
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
採
用
し

た
。
著
者
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
は
表
記
し
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
マ
ジ

リ
」
と
い
う
俗
語
を
示
し
た
も
の
か
。
通
訓
は
す
べ
て
「
マ
ナ
シ
リ
」
で
、
例

は
多
い
。

撫
麟
（
嬰
）

 
語
訓
と
も
に
原
典
に
な
い
。
原
文
で
あ
る
の
は
「
指
頭
」
の
語
で
、
ゴ
ユ
ヒ

ノ
ス
へ
、
タ
ナ
ス
へ
」
と
訓
ず
る
。
こ
の
上
に
、
玉
篇
を
援
い
て
「
錯
」
字
を
・

あ
げ
、
こ
れ
に
「
ユ
ビ
ヌ
キ
」
の
訓
を
記
し
て
い
る
の
を
う
け
た
形
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
全
く
原
文
を
見
た
上
で
の
こ
．
と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
節

用
集
大
全
で
は
、
「
搭
」
字
を
器
財
門
に
あ
げ
て
「
ゆ
び
ぬ
き
」
ど
訓
じ
て
い

る
Q

 
 
 
バ
ク

 
 
 
薄
 
（
器
財
）

 
「
金
原
寸
薄
等
量
見
本
草
遊
仙
窟
」
の
注
記
が
あ
る
。
こ
の
字
音
は
す
で
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
ク
 
 
 
 
 
 
ヌ

字
訓
と
同
じ
扱
い
に
あ
る
と
い
う
べ
く
、
「
金
ノ
薄
口
履
二
幅
レ
リ
」
が
原
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

で
あ
る
。

マ
ス
ミ
ノ
カ
ヂ
ミ

素
銅
 
鏡
（
〃
）

 
注
記
が
あ
っ
て
、
「
遊
仙
窟
又
a
本
紀
素
作
レ
白
」
と
示
す
。
原
典
で
は
諸

本
異
同
な
く
「
青
銅
鏡
」
と
表
記
し
、
右
の
ご
と
く
通
訓
す
る
。
三
三
本
節
用

集
な
ど
で
は
「
真
角
鏡
」
を
あ
て
る
。

マ
ガ
 
 
ワ

交
横
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ガ
リ

 
こ
れ
は
、
そ
の
上
に
文
選
を
援
い
て
、
「
鯨
膠
」
と
あ
る
の
に
同
訓
と
記
し

て
い
る
の
に
よ
っ
た
が
、
文
選
の
ほ
う
の
注
記
に
「
杯
蓋
之
驕
」
と
あ
る
よ
う

に
、
全
く
の
異
語
同
訓
に
す
ぎ
な
い
。
原
文
に
「
杯
蓋
ノ
サ
カ
ツ
キ
交
横
ト
マ

カ
リ
」
と
続
読
せ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
連
想
か
ら
、
単
に
同
じ
読
み
で
あ
る
の
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で
、
列
記
し
た
に
す
ぎ
ま
い
。

 
 
 
 
 
 
四
一
一

 
 
 
ア
ラ
ス
イ
ハ
キ
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
 
非
二
 
石
木
「
（
言
辞
八
二
）

 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
ニ
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
行
路
難
云
心
二
二
石
木
一
量
レ
無
レ
感
又
見
遊
仙
窟
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ト

よ
く
援
用
せ
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
原
文
の
ほ
う
は
「
心
木
石
二
黒
ス
」
で
、

こ
れ
な
ら
ば
「
イ
ハ
キ
」
と
は
逆
に
な
る
。
元
禄
刊
本
な
ど
は
「
ボ
ク
セ
キ
」

と
音
読
し
て
い
る
。

 
 
 
イ
ピ
ア
ハ
ス
 
 
 
 
 
 

一
 
イ
カ
バ
カ
リ

 
 
 
勾
當
（
〃
）
 
若
為
‘

 
こ
れ
ら
も
、
援
用
せ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
く
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
原
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ

「
心
ヲ
専
ニ
シ
テ
勾
當
ト
イ
ビ
ア
ハ
ス
ル
コ
ト
ヲ
為
ス
」
「
眼
二
見
シ
ト
キ
ニ

イ
カ
ハ
カ
リ
カ
 
ヲ
モ
シ
ロ

若
 
 
為
 
憐
 
カ
ラ
ン
」
と
、
諸
訓
相
通
ず
る
。

 
 
 
イ
ヤ
．
メ
ヅ
ラ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
 
 
造
 
 
墾
（
〃
）

 
通
訓
は
、
む
し
ろ
「
造
馨
ト
イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ
」
の
ほ
う
で
、
元
禄
本
で
は

「
イ
ヤ
メ
ヅ
ラ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
イ
ト
“
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ナ
ハ
ダ
シ

 
 
 
太
（
〃
）
 
非
常
（
〃
・
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
マ
シ
 
 
イ
ト
ヘ
シ
タ
カ
 
 
ス

 
原
文
は
「
太
大
」
で
n
「
向
来
太
大
遜
ハ
不
」
の
例
。
．
「
険
峻
ト
サ

カ
シ
フ
シ
テ
非
常
ト
ハ
ナ
ハ
タ
シ
」
も
通
訓
。
こ
れ
ら
も
、
援
用
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
例
で
あ
る
。

 
 
齢
．
雨
湿
鰭
酔
（
”
）

書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
こ
れ
の
表
現
形
式
か
ら
考
え
る
と
、
出
典
と
し
て
注
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
は

「
螢
娯
」
だ
け
で
あ
る
が
、
原
典
で
は
「
含
嬌
窃
寵
迎
前
出
、
忍
笑
榮
娯
返
却

廻
」
の
条
に
あ
π
る
。
著
者
は
、
明
ら
か
に
こ
の
本
文
を
頭
に
し
て
、
 
「
忍

笑
」
の
順
序
を
変
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ホ
・
エ
ミ
テ
」
と
慶
安
本
に
は
訓

じ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
の
か
。
ル
か
し
、
同
訓
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
は
異
で
あ
る
が
、
元
撮
本
で
は
そ
の
訓
を
記
し
て
い
る
。
右
に
示
し
た
本
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ヒ

の
部
分
で
は
、
「
含
嬌
」
は
「
嬌
ヲ
含
テ
」
と
通
訓
す
る
が
、
他
の
部
分
で

「
含
嬌
ト
ハ
チ
シ
ー
ラ
イ
（
ヒ
）
テ
」
と
古
訓
に
も
あ
っ
て
、
当
然
で
あ
る
。
注

記
の
あ
る
「
婁
瞑
」
は
そ
の
と
お
り
で
異
訓
は
な
い
。

 
 
 
ニ
コ
 
ヤ
カ

 
 
 
膣
脂
（
〃
）

 
注
記
に
「
又
出
レ
遠
」
と
あ
ヴ
、
「
ヲ
」
の
部
に
は
「
ヲ
ン
ト
ン
」
の
音
読

が
あ
る
。
通
訓
は
「
手
子
ノ
タ
ナ
ス
ヘ
ハ
膣
脂
ト
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ニ
コ
ヤ
カ

ナ
リ
」
の
回
訓
で
あ
る
。

 
 
ホ
ト
く

 
 
乍
 
（
〃
）

 
回
訓
は
両
訓
が
あ
っ
て
、
「
ホ
ト
く
二
、
ヨ
リ
く
一
こ
で
、
そ
の
い
ず

れ
か
を
採
る
の
も
多
い
。
元
禄
本
は
「
ヨ
リ
く
一
こ
だ
け
層
採
っ
て
い
る
。

 
 
ホ
コ
ル

 
 
 
誇
 
（
〃
）

 
注
記
が
あ
っ
て
、
 
「
遊
仙
窟
註
大
言
也
」
と
見
え
る
。
原
文
「
娘
子
不
評
故

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
カ
 
 
 
 
バ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

誇
」
の
原
注
に
「
陸
法
言
日
、
誇
大
言
也
、
音
三
巴
反
」
と
あ
る

の
を
い
う
。
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ト
ニ
カ
ク
ニ

衆
諸
（
〃
）

原
訓
「
カ
タ
ハ
ラ
ニ
、
ト
ニ
カ
ク
一
こ
の
両
蓋
が
あ
る
。

三
三
A
1
1

v

．
す
で
に
、
訓
読
の
項
で
示
し
た
。
 
「
又
出
レ
仁
」
と
こ
こ
で
も
注
し
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
も

．
る
。
こ
の
音
読
に
「
ヲ
ツ
ト
ツ
、
ヲ
ン
ト
ツ
」
と
両
例
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
か

に
し
た
が
っ
て
い
る
。
醍
醐
寺
本
に
は
「
ヲ
ン
ト
ツ
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
例
と

通
ず
る
。

可毫

 ノ、
pt lv

A
1
1

v

．
刊
本
は
と
も
に
こ
の
例
と
同
じ
で
あ
る
が
、
古
訓
を
通
じ
て
、
 
「
ウ
ツ
ク
シ

ケ
ナ
ル
、
メ
テ
タ
キ
、
オ
モ
ハ
シ
キ
」
な
ど
の
諸
訓
が
あ
る
。
本
文
は
「
可
愛

語
中
声
」
・
で
あ
る
。

 
 
 
ス
 
 
ヲ
モ
ホ
へ

 
 
 
不
・
覚
（
〃
）

珍
し
く
返
点
と
と
も
に
読
み
、
出
典
に
も
日
本
紀
を
併
記
す
る
。
原
訓
「
不

覚
」
に
は
、
．
「
不
覚
ト
オ
ロ
ソ
カ

諸
訓
が
あ
る
。

 
 
 
ヲ
モ
シ
ロ
シ

 
 
 
可
憐
生
（
〃
）

二
」
、
ス
・
艮
二
、
モ
ノ
オ
ホ
ヘ
ス
シ
テ
」
と

 
「
可
憐
」
へ
の
訓
で
あ
る
が
、
原
訓
通
じ
て
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
心
、
花
、

腰
」
な
ど
と
修
飾
す
る
。
 
「
憐
」
だ
け
に
は
か
え
っ
て
「
オ
モ
シ
ロ
シ
」
な
ど

．
訓
が
あ
る
。
温
故
知
新
書
に
は
同
例
が
あ
る
。

レ

 
カ
キ
ナ
ラ
ス

 
弄
 
 
（
〃
）

と
も
に
、
よ
く
援
か
れ
る
。

 
 
カ
ヘ
 
ヤ
ク

 
 
耀
耀
（
〃
）

カ
ヒ
タ
 
ミ

記
 
念
（
〃
）

「
弄
」
に
は
「
ッ
ミ
ナ
ラ
ス
」
の
訓
も
あ
る
つ

「
羅
衣
憎
耀
ト
カ
・
ヤ
イ
テ
、
テ
レ
リ
」
の
両
訓
が
通
訓
。

四
-
二

カ
タ
タ
ガ
ヒ

異
 
 
同
（
雪
口
辞
八
下
）

カ
タ
ツ
カ
タ

．一

@
辺
（
〃
）

、
と
も
に
通
訓
。
「
参
差
」
に
は
「
カ
タ
チ
カ
ビ
」
の
訓
も
あ
っ
て
、
温
故
知

新
書
は
そ
れ
を
遊
仙
窟
と
注
記
し
て
い
る
。

 
 
 
ヨ
リ
ッ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
シ
ヤ
キ
ミ

 
 
 
求
守
（
〃
）
 
從
渠
（
〃
）

こ
れ
ら
も
、
と
も
に
通
訓
。

ロ
」
な
ど
の
訓
も
あ
る
。
‘

 
 
マ
レ
ナ
リ
タ
グ
ヒ

 
 
少
レ
 
比
（
〃
）

「
渠
」
に
は
、
他
に
「
ヲ
モ
ト
、
ミ
マ
ビ
ト
コ

、
、
た
だ
し
、
こ
れ
は
そ
の
す
ぐ
上
の
文
選
の
注
記
あ
る
「
寡
・
仇
」
の
語
に
同
訓

で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
訓
を
示
し
た
。
原
文
は
「
少
レ
疋
」

の
文
字
が
用
い
ら
れ
「
タ
ク
ヒ
ス
ク
ナ
シ
」
と
通
訓
す
る
。

 
 
 
汐
ヲ
ヤ
カ

 
 
 
嫡
 
螂
（
〃
）

 
こ
の
条
の
原
訓
に
は
、
異
訓
は
な
い
。
、
た
だ
、
こ
れ
は
注
記
に
、
「
遊
仙
窟
註

行
動
節
度
柔
弱
貝
」
と
あ
り
、
原
注
の
「
李
留
日
」
の
文
中
の
一
部
で
あ
る
。
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ソ
ラ
シ
ラ
ズ

方
・
便
（
〃
）

他
に
「
ツ
キ
く
シ
フ
シ
テ
、

に
つ
づ
く
文
選
読
で
あ
る
。

 
 
 
ソ
ヒ
ブ
シ

 
 
 
横
陳
（
〃
）

ヤ
ス
ラ
イ
テ
し
の
訓
も
あ
り
、
「
方
便
ト
」

ツ
う
く

一
 
々
（
〃
）

、

 
「
横
陳
ト
ソ
ヒ
フ
シ
・
カ
ト
モ
」
が
通
訓
。
後
者
に
は
「
ト
リ
く
二
、
ヒ

ト
ツ
テ
く
一
こ
の
訓
も
あ
る
。

 
 
 
ツ
ギ
く
 
 
 
 
 
 
ツ
キ
ぐ
シ
フ

 
 
 
三
々
（
〃
）
 
方
便
（
〃
）

 
「
三
三
」
に
は
「
ミ
ツ
う
く
一
こ
の
訓
も
あ
り
、
「
方
便
」
の
訓
は
す
ぐ

前
に
言
及
し
た
。
回
訓
と
も
に
濁
点
を
明
記
し
て
い
る
。

 
 
 
ナ
マ
 
メ
ク

 
 
 
嫡
捌
（
〃
Y
．

 
（
又
出
・
太
」
の
注
記
の
示
す
と
お
り
、
 
「
タ
ヲ
ヤ
カ
」
の
語
訓
と
し
て
既

述
し
た
。
そ
れ
億
「
嫡
郷
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル
腰
支
」
の
難
訓
で
、
「
タ
ヲ
ヤ
カ

一
こ
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ま
た
、
他
の
原
訓
に
、
「
三
郷
ト
ナ
マ
メ
イ

（
テ
）
」
な
ど
が
あ
り
、
乙
こ
の
は
そ
れ
ら
か
ら
採
っ
て
い
る
。

 
 
 
ナ
コ
 
ヤ
カ

 
 
幽
軽
盈
（
〃
）

 
「
遊
仙
窟
註
妖
妖
貞
」
の
注
記
が
あ
る
。
原
文
「
何
ノ
処
ヵ
軽
盈
ト
ナ
コ
ヤ

．
カ
ナ
ラ
不
ラ
ン
」
の
条
の
原
注
の
一
．
部
遊
採
っ
て
い
る
。

 
 
 
ナ
デ
サ
ス
ル

 
 
 
摩
 
撃

 
こ
れ
は
元
禄
本
の
訓
で
あ
る
。
慶
安
本
で
ば
「
ス
ル
」
と
左
訓
ず
る
に
す
ぎ

書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

な
い
。
古
訓
は
、
「
ヲ
シ
ス
ル
」
が
通
訓
。
饅
頭
屋
本
節
用
集
に
「
摩
婆
」
に

「
ナ
デ
サ
ス
ル
」
の
訓
が
あ
る
。

 
 
 
ナ
サ
ケ
ナ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ヲ
ザ
リ

 
 
 
薄
媚
（
〃
、
）
 
平
生
（
〃
）

 
「
薄
媚
狂
難
」
「
平
生
未
展
」
の
原
文
に
み
え
る
通
訓
。
こ
れ
ら
も
よ
く
援

用
せ
ら
れ
る
語
訓
の
例
で
あ
る
。

 
 
 
ム
ッ
マ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ツ
ク
シ
ゲ

 
 
 
入
 
深
（
〃
）
 
 
 
何
 
怜
（
〃
）

 
「
漸
漸
入
深
也
」
「
何
回
嬌
裏
面
」
の
原
文
に
み
え
る
通
訓
。
前
者
は
「
入

り
深
ク
ナ
リ
ヌ
」
と
も
刊
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
．

 
 
 
ウ
カ
リ
へ

 
 
 
風
 
声
（
〃
）
．

 
こ
の
ま
ま
正
し
い
と
す
れ
ば
、
他
に
例
を
知
ら
な
い
。
「
ウ
カ
リ
（
コ
）
へ
」

・
の
脱
か
、
そ
れ
に
し
て
も
「
ウ
カ
レ
（
コ
）
へ
」
な
ら
よ
い
が
。
「
ウ
カ
レ
コ

エ
」
「
ウ
カ
レ
タ
ル
コ
へ
」
な
ど
と
、
通
訓
す
る
の
で
、
意
味
は
よ
ぐ
わ
か
る

が
。
こ
れ
は
誤
記
か
、
託
語
と
考
え
る
は
早
計
か
。

五
一
一
、

安；

置翼

A
口
辞
九
上

v

原
文
「
共
娘
子
安
置
」
で
、
「
安
置
ト
マ
シ
マ
サ
ム
、
マ
シ
マ
セ
」
の
通

訓
。

 
 
 
マ
メ
ヤ
カ
 
 
 
 

 
 
 
正
 
首
 
直
成
（
〃
）

 
二
語
つ
づ
け
て
遊
仙
窟
か
ら
の
注
記
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
、
「
遊
仙
窟
註
‘
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、

 
ル

不
二
護
語
一
也
」
と
い
う
原
注
が
そ
の
ま
ま
援
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
'

文
「
真
成
欲
逼
人
」
の
条
の
原
注
に
存
す
る
。
両
語
訓
と
も
に
通
訓
。

 
 
 
ヘ
ダ
ツ
ゴ
エ
ツ
ヲ

 
 
 
隔
二
胡
越
「
（
〃
）

 
加
点
の
ま
ま
を
あ
げ
た
例
で
あ
る
が
、
こ
の
下
に
「
遊
仙
窟
註
江
北

 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

之
國
。
越
南
之
地
。
言
二
相
去
遠
一
也
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
原
文
「
情
感
若
胡
越
」
の
条
の
原
注
の
後
半
を
援
い
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
コ
ト
く
シ
 
 
 
 
 
コ
ヘ
チ

 
 
 
不
平
（
〃
）
 
 
．
心
口
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ヘ
チ

 
と
も
に
通
訓
で
あ
る
。
後
者
は
、
そ
の
上
の
ほ
う
に
「
心
内
」
と
い
う
回
訓

の
あ
る
を
う
け
て
同
訓
だ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
原
文
「
頭
低
則
不
平
」

 
「
不
覚
患
慰
着
心
口
」
の
条
。
前
者
は
、
例
に
よ
っ
て
「
不
平
ト
コ
ト
く

シ
」
の
文
選
読
。

 
 
 
コ
ハ
ダ
カ

 
 
 
大
語
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
カ

 
 
「
五
媛
大
語
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
瞑
り
テ
日
」
と
い
う
原
素
で
あ
る
。

 
 
 
テ
ダ
 
テ

 
 
 
便
黙
（
〃
）

 
こ
の
語
に
こ
の
訓
あ
る
は
、
著
者
の
意
に
よ
る
も
の
か
。
原
典
に
は
用
例
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヨ
リ
 
 
ヲ
ク

条
が
あ
り
、
 
「
惣
悉
輸
他
薦
黙
」
の
場
合
は
、
、
「
便
ヲ
黙
レ
ナ
ン
」
が
通
訓

で
、
醍
醐
寺
本
は
じ
め
刊
本
に
も
「
便
黙
」
に
は
訓
合
符
が
つ
い
て
い
る
。
別

の
「
握
毛
任
便
鮎
」
の
条
は
「
便
貼
ス
」
と
音
読
す
る
の
が
通
訓
で
、
刊
本
に

も
音
合
符
が
あ
る
。
古
訓
に
も
「
ス
」
だ
け
の
送
仮
名
の
あ
る
の
は
同
じ
こ
と

・
を
示
す
。

 
 
 
ア
ヒ
シ
ラ
フ

 
 
 
応
答
（
〃
）
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
'

 
か
ん
た
ん
な
こ
と
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
通
訓
は
「
ア
ヘ
シ
ラ
フ
」
で
、

「
復
能
応
答
」
を
「
応
答
ト
ア
ヘ
シ
ラ
フ
」
と
訓
ず
る
ほ
か
、
別
に
「
五
媛
会

些
」
の
「
会
」
に
、
ま
た
「
歳
男
同
年
卑
語
」
の
「
語
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
訊

が
あ
る
。
古
訓
ま
た
同
じ
で
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
に
は
「
引
接
」
に
「
ア
ヒ

シ
ラ
フ
」
の
訓
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
古
節
用
集
の
類
を
み
る
と
、
逆
に

「
応
答
、
「
会
釈
」
の
回
訓
に
「
ア
ヒ
（
イ
）
シ
ラ
フ
」
・
の
例
が
多
く
、
「
ア

へ
」
は
見
え
な
い
。
著
者
は
、
あ
え
て
回
訓
と
異
な
る
ほ
う
を
採
っ
た
か
。

 
 
 
ア
テ
ヤ
カ

 
 
 
関
 
々
（
〃
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｝

 
 
 
ア
テ
 
ナ
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
ァ
テ
ヤ
カ

 
そ
の
上
の
ほ
う
に
「
貴
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て
「
同
」
と
注
し
て
い
る

の
で
そ
れ
に
よ
る
「
ア
テ
ヤ
カ
」
の
一
斗
は
、
著
者
が
記
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
関
々
ト
ア
テ
ナ
ル
雅
鳩
」
の
通
訓
で
こ
の
右
訓
は
な
い
。

 
 
ア
タ
カ
モ

 
 
 
恰
 
（
〃
）
，

 
 
 
 
 
 
マ
サ
ニ

 
「
遊
仙
窟
註
當
也
」
と
、
そ
の
下
に
注
記
し
て
い
る
。
「
恰
有
金
声
」
の

 
 
 
 
ハ

原
注
に
「
恰
、
當
也
」
を
そ
の
ま
ま
援
い
た
。

 
 
 
ア
ナ
メ
 
 
 
 
 
 
ア
ハ
レ
ナ
ル

 
 
 
嵜
耐
（
〃
、
）
 
可
念
（
〃
∀

 
と
も
に
、
通
訓
。
こ
の
二
語
は
、
そ
の
間
に
「
悲
」
 
（
出
典
注
記
な
し
）
一

字
を
お
い
て
、
「
遊
仙
」
と
注
記
し
て
お
り
、
相
接
す
る
援
用
で
あ
る
。

 
 
 
サ
カ
ナ
ゥ
タ
ヒ

 
 
 
酒
 
 
章
（
〃
）

 
他
に
例
を
見
な
い
回
訓
で
、
著
者
が
示
し
た
時
代
語
で
あ
ろ
う
。
原
文
「
當
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作
酒
章
」
の
条
で
、
「
サ
カ
ノ
リ
」
が
通
訓
。
陽
明
文
庫
本
に
も
そ
う
訓
じ
て

い
る
。
託
誤
で
は
な
い
、
著
者
の
意
識
に
よ
昏
。
．

 
 
 
サ
 
“
 
ヤ
カ

 
 
 
細
々
許
（
〃
）

 
と
く
に
濁
点
の
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
注
意
。
 
「
細
細
許
ト
サ
・
ヤ
カ
プ

ル
、
サ
・
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ
鮎
が
通
訓
。
こ
の
語
訓
も
、
よ
く
援
用
せ
ら
れ
る

例
で
あ
る
。

 
 
 
サ
シ
ク
ハ
へ

 
 
、
加
 
諸
（
〃
）
'

 
こ
れ
も
、
あ
る
い
は
著
者
の
回
訓
で
は
な
い
か
。
新
し
い
語
に
換
え
た
の

か
、
原
訓
に
は
な
い
。
「
妄
事
加
諸
」
の
条
で
、
「
サ
シ
マ
セ
コ
ト
、
ト
リ
ク

ハ
ヘ
コ
ト
」
が
通
訓
。
 
「
サ
シ
ク
ハ
へ
」
は
、
あ
た
か
も
こ
の
両
訓
の
合
成
語

の
感
が
あ
る
。

 
 
 
サ
ナ
ガ
ラ

 
 
．
宛
然
（
〃
）

 
注
記
に
「
勾
会
猶
二
依
然
一
也
。
出
遊
仙
窟
」
と
あ
る
の
で
示
し
た
が
、
こ
れ

は
垂
訓
に
は
な
い
。
「
依
然
」
と
い
う
用
例
も
な
い
。
訓
そ
の
も
の
は
正
し
い

が
、
ど
う
し
て
こ
の
注
記
が
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

 
 
サ
ス
ル

 
 
 
捺
 
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ル

 
こ
れ
も
そ
の
下
に
「
遊
仙
窟
註
手
鑑
也
」
と
あ
る
。
原
典
は
「
須

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

捺
後
脚
」
の
条
の
下
に
、
「
陸
法
言
日
、
帆
手
按
、
音
奴
葛
反
。
．
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
リ
ヘ
 
ア
シ

の
原
注
に
よ
る
。
し
か
し
、
 
「
捺
」
の
通
訓
は
「
ツ
ム
」
す
な
わ
ち
「
後
ノ
脚

 
ツヲ

捺
ム
テ
」
で
噛
「
サ
ス
ル
」
の
訓
は
な
い
。
注
文
の
意
に
よ
っ
て
、
著
者
の

書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

付
訓
し
た
例
で
あ
ろ
う
。

五
-
二

ミ
ア
ゲ
ミ
ヲ
ロ
ス

向
上
直
下
（
言
辞
脚
下
）

 
二
語
訓
を
一
つ
に
ま
と
め
て
標
出
し
た
の
は
、
原
文
に
「
向
上
則
有
生
三
州

尋
直
下
有
碧
潭
千
偲
」
と
連
続
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
向
上
ト
ミ
ア
ク

レ
ハ
」
「
直
下
ト
ミ
ヲ
ロ
セ
ハ
、
ミ
ク
タ
セ
ハ
」
が
通
訓
。

 
 
 
ミ
ヅ
ク
ロ
ヒ
 
 
同

 
 
 
娩
韓
法
用
（
〃
）

 
両
二
相
つ
づ
け
て
標
出
し
、
と
も
に
遊
仙
窟
な
る
こ
と
を
注
記
す
る
。
「
蝿

龍
ノ
直
話
ト
ミ
ツ
ク
ロ
イ
シ
」
「
人
ノ
七
二
法
用
ト
ミ
ツ
ク
ロ
イ
多
シ
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
文
選
読
の
通
訓
に
よ
る
。

 
 
 
ミ
ヤ
ビ
ヤ
カ

 
 
 
焙
姑
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ

 
す
ぐ
下
に
「
遊
仙
窟
註
婦
人
多
二
姿
態
一
見
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

原
注
の
「
夫
蒙
日
、
暗
触
診
美
言
婦
人
多
二
姿
態
一
肩
」
を
稚
い

た
。
通
訓
は
「
焙
姑
ト
蒸
ヤ
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ウ
ル
ハ
シ
」
で
あ
る
。

 
 
 
シ
ノ
ビ
メ
 
 
 
同

 
 
 
楡
 
眼
．
盗
購
（
〃
）

 
こ
れ
も
つ
づ
け
て
言
出
し
、
と
も
に
遊
仙
窟
な
る
こ
と
を
注
記
す
る
。
前
者

 
 
シ
ノ
ヒ
メ

は
「
巨
眼
二
十
娘
ヲ
看
ル
」
と
通
訓
す
る
が
、
後
者
も
同
訓
た
る
こ
と
を
著

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ノ
ヒ
 
 
カ
ヘ
リ

者
は
記
し
て
い
る
。
・
．
意
味
は
と
も
か
く
、
通
訓
は
、
「
斜
ナ
ル
眉
墨
二
吟
ミ

テ
」
で
古
訓
も
同
じ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
あ
え
て
こ
だ
わ
ら
な
い
態
度
で
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ら

標
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
溝
タ
澱
（
〃
）

 
連
体
形
を
終
止
法
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
例
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、
さ
す
が

に
新
し
い
。
 
「
泣
涙
ト
シ
ホ
タ
レ
テ
相
看
ル
」
が
回
訓
。
こ
の
語
訓
も
特
殊
語

と
し
て
援
用
せ
ら
れ
る
、
こ
と
が
多
い
。

 
 
シ
ノ
ビ
ャ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ツ
ラ
フ

 
 
 
密
（
〃
）
 
料
理
（
〃
）

 
と
も
に
通
訓
で
あ
る
が
、
「
密
」
は
「
交
り
遊
フ
コ
ト
ノ
ム
ツ
マ
シ
ク
セ

．
ン
、
・
シ
ノ
ヒ
ヤ
カ
ナ
ラ
ン
、
シ
タ
シ
ム
」
な
ど
が
原
訓
に
は
併
記
せ
ち
れ
る
。

後
者
は
、
「
料
理
中
堂
」
の
条
の
訓
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
よ
・
く
援
用

せ
ち
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
魑

 
 
 
ヒ
ト
ナ
ブ
リ

 
 
 
饒
劇
（
．
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
ナ

 
原
訓
に
は
「
人
ト
為
り
饒
劇
ト
タ
ハ
フ
ル
、
ヒ
ト
ナ
フ
づ
」
の
二
つ
が
あ

．
り
、
そ
の
一
つ
を
採
っ
て
い
る
。

 
 
 
セ
ハ
く
シ

 
 
 
小
 
々
（
〃
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ

回
訓
の
ま
ま
、
コ
房
ノ
中
小
小
ト
セ
ハ
く
シ
」
に
よ
る
。

 
 
 
ス
“
 
ロ

 
 
 
不
覚

原
文
「
不
覚
韓
眼
」
「
不
覚
眼
中
憐
」
な
ぜ
が
あ
り
、

二
、
．
ス
・
ロ
一
こ
の
両
訓
が
通
訓
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
ス
“
ロ
ア
リ
キ

 
 
漫
行
 
（
〃
）

「
不
覚
ト
ヲ
ロ
ソ
カ

 
 
「
遊
仙
出
レ
曽
」
と
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
「
ソ
」
の
部
（
言
辞
八
下
）
に
同

語
の
「
漫
行
」
が
あ
っ
て
、
「
ソ
寸
ロ
ア
リ
キ
」
ど
付
訓
ず
る
。
そ
こ
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ヘ
ロ
ア
リ
キ
 
 
イ
マ

遊
仙
窟
の
注
記
は
な
い
の
は
当
然
で
、
「
何
レ
ノ
処
ニ
カ
漫
 
行
シ
テ
去
来
シ

ー
ツ
ル
」
と
い
う
の
が
通
訓
で
あ
る
。

…
付
i
．

 
稿
中
に
ん
れ
た
が
、
恵
空
の
節
用
集
大
全
に
、
や
は
り
遊
仙
窟
が
少
し
援
用

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
馬
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
付
記
す
る
。
延
宝
八
年
号
で
あ
る
か

ら
、
元
禄
に
は
先
立
つ
が
、
慶
安
（
無
刊
記
」
本
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

 
本
書
の
出
典
注
記
は
多
く
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
「
遊
仙
窟
」
「
遊
仙
窟

日
」
「
見
二
遊
仙
窟
一
」
と
注
記
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 
 
い
き
す
だ
ま

 
 
 
窮
鬼
（
人
倫
門
）

 
原
文
「
窮
鬼
故
調
人
」
で
、
「
窮
鬼
ノ
イ
キ
ス
カ
タ
、
イ
キ
ス
タ
マ
」
の
両

訓
が
あ
る
。
こ
こ
ば
そ
の
後
者
を
採
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
訓

は
、
「
進
仙
窟
云
窮
鬼
師
説
押
戴
須
」
と
し
て
和
名
紗
に
記
さ
れ
て
普
及
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。
古
節
用
集
の
類
に
も
見
え
る
。

 
 
 
た
な
す
ゑ

 
 
 
手
子
（
三
遷
門
）

 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
す
で
に
本
稿
に
述
べ
た
な
か
に
、
こ
の
大
全
の
語
訓
に
も
言
及
し
た
。

 
 
 
た
、
ず
む

 
 
 
寸
歩
（
能
芸
門
）

 
原
文
「
如
今
寸
歩
阻
天
津
」
で
、
「
寸
歩
ト
タ
・
」
ス
ム
ト
キ
」
と
、
例
に
よ

る
文
選
読
で
あ
る
。
古
節
用
集
に
も
こ
の
例
は
多
い
。
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／

、



 
、
 
う
つ
く
し
げ
な
り
 
 
 
 
 
 
 

-

 
 
 
可
憐
（
言
辞
門
）

 
 
 
 
 
ニ
 
 
ク
 
 
ニ
 
ヘ
リ
 
ウ
ツ
ク
シ
ゲ
ナ
ル
 
 
ニ

 
「
遊
仙
窟
日
正
値
二
 
可
 
．
憐
花
こ
と
注
記
が
あ
っ
て
、
原
典

を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
い
る
。
こ
の
語
訓
「
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
述
べ
π
。

 
 
 
し
か
し
な
が
ら

 
 
 
都
 
 
盧
（
 
〃
 
）

 
 
 
 
フ
タ
ツ
 
 
 
 
 
 
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

 
原
文
「
両
ヲ
寛
メ
帝
都
 
 
消
失
セ
ン
」
と
訓
読
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

原
注
に
、
「
十
七
者
。
惣
下
意
也
。
是
俗
語
也
。
」
之
あ
み
。
こ
の
語
訓
、
や

は
り
古
節
肘
集
に
も
見
え
る
。

 
 
 
し
の
び
め

 
 
．
楡
眼
（
〃
）

 
こ
れ
も
す
で
に
述
べ
た
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
こ
の
大
全
に
も
あ
る
こ
と
を

加
え
る
。

 
 
 
し
た
ら
か

 
 
 
漆
遙
濯
飾
ヤ
カ
（
〃
）

 
原
形
ど
お
り
を
示
し
て
、
両
訓
を
併
記
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

原
文
「
遂
即
透
遙
而
起
」
の
条
で
、
「
透
遙
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
、
シ
タ
ラ
カ

ニ
シ
テ
」
の
両
文
選
読
の
通
訓
が
そ
の
と
お
り
採
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ひ
ら
め
く

 
 
 
 
麗
伽
吹
・
揺
蕎
遊
仙
窟
（
〃
）

．
あ
え
て
原
形
を
示
し
た
の
は
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
濡
商
」
に
「
ひ
ら
め
く
」

の
訓
が
遊
仙
窟
に
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
ひ
ら
め
く
」
の
三

三
は
つ
ぎ
に
あ
る
が
、
こ
の
語
は
全
く
原
典
に
な
く
、
類
字
も
な
い
。
「
遊
仙

窟
」
と
記
し
た
こ
と
が
誤
入
で
は
な
い
か
。
す
ぐ
次
行
に
つ
ぎ
の
語
例
が
あ
る

書
言
字
考
の
「
遊
仙
窟
」
訓

こ
と
な
ど
庵
、
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
例
が
あ
っ
て
、

 
 
 
ヒ
ラ
メ
ク

 
 
 
民
商
囎
．
（
言
辞
九
下
）

た
だ
、
書
言
字
考
に
も
全
く

と
見
え
る
が
、
さ
す
が
に
出
典
の
注
記
は
な
い
。

 
 
 
耀
め
郷
鶴
披
遊
（
言
辞
門
）

 
こ
れ
も
原
形
ど
お
り
を
示
し
た
の
は
原
文
の
一
心
を
援
用
し
て
い
る
か
ら

で
、
詳
し
く
は
隔
錦
袖
紛
披
、
若
青
髭
之
映
水
」
と
あ
る
条
。
「
紛
披
ト
ヒ
ラ

メ
イ
テ
」
の
訓
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
 
 
ひ
た
お
も
む
き
て

 
 
 
端
 
 
仰
（
 
〃
 
）

 
こ
れ
も
原
訓
義
お
り
「
て
」
ま
で
記
し
て
い
る
が
、
「
端
仰
ト
ヒ
タ
ヲ
モ
ム

キ
テ
、
ツ
Y
シ
ミ
ア
ラ
キ
」
の
両
訓
が
通
訓
。
 
「
余
乃
端
仰
一
心
、
潔
齋
三

日
」
の
条
で
あ
る
。

 
 
 
す
．
・
ろ

 
 
 
不
覚
（
 
〃
 
）

 
こ
れ
も
さ
き
に
書
言
字
考
の
項
に
述
べ
た
。

 
わ
ず
か
の
例
で
あ
る
が
、
大
全
で
も
、
、
や
は
り
、
言
辞
門
に
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
共
通
す
る
。
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
・

一
昭
和
・
五
四
・
一
〇
・
六
 
稿
レ
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